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大月で芸術活動を支援

現在、SNS の普及により自身の書いた小説や絵をインターネットに投稿する人が増えています。

そうして、芸術活動を始める人々の悩みは「作業をするためのスペースがない。」ということが多いです。

そんな人たちのために作業に集中できるアトリエや疲れを癒すオフスペースの提案をしたいと思います。

アトリエ

芸術活動や小説の執筆作業に

集中できる空間

オフスペース

疲れた時の息抜きになり

宿泊できる空間

学校以外で活動できる場所は限られているし、

学生の身ではアトリエやスタジオはレンタル料が高い。

安い場所だと環境が悪いためなかなかいい場所が見つからない。

学生でも満足して使用できる空間が欲しいです。

都内の美大生 Bさん

オフスペースアトリエ

鑑賞スペース

地域の人との繋がりを考えた鑑賞スペース

アトリエで制作した作品を誰でも楽しめる空間。

映像作品も鑑賞できるよう、映画館のような内装を考えました。

作業を終え、疲れを癒すためのオフスペース

キッチンで料理をしたり、畳で本を読んでくつろいだりと

まるで自宅に居るように過ごすことができます。

どんな作業にも対応できるアトリエ

広々とした空間で集中して作業を行いたい人のために

汚れや騒音に悩まされないアトリエを考えました。

3 つの活用スペース



このアトリエ空間では、

ものを最小限にすることで広々とした空間にし、

多くの芸術活動に対応できるようにしました。

シンプルな内装になっているため、

撮影スタジオとしても活用できます。

アトリエ

手洗い場 個室

作業スペース

作業台机

S＝ 1：50

壁・天井 SILICALIME
グレー

床　
モルタル



床　

床　

オフスペース

鑑賞スペース

収納

黒のクロス

カーペット

マテリアル

マテリアル

S＝ 1：50

ヒノキ畳

SILICALIME
ベージュ

壁・天井

壁・天井

展示室

展示室

ソファ

スペース

スクリーン

保管室

S＝ 1：50

畳の空間を小上がりにすることで、壁を設けることなく空間を分離しています。

そうすることで部屋を広く見せることができ、開放感も得られるので

伸び伸びと過ごすことができます。

絵やスクリーンを見えやすくし、上品な空間にするために

壁や床などのマテリアルを黒でまとめました。

展示品には光が当たるようにスポットライトを設置しています。

美術館と映画館を合わせたような面白い空間が出来上がりました。



・漫画家

・童話/絵本作家

・小説家

・彫刻家

・画家

・書道家

クリエイターや

アーティストを目指す人

・メイクアップアーティスト

・スタイリスト

・ファッションデザイナー

インスタベースで宣伝！

群馬の山奥で開催される自然とアートの祭典「中之条ビエンナーレ」

「アーティスト・イン・レジデンス」で、アーティストを支援

真木との連携

成功事例

宣伝方法

Instagram Twitter

＃大月

＃Asari Multi Base

アートクラフト市
今あるものをさらに成長させる⬆

真木から大月全体へと、芸術活動を盛り上げ、

多くの芸術家が集まる場所へ . . .

どんなアーティストが来るのか

大月市の課題を解決

呼び込み

etc...

・立地条件を活かした

　「着地型観光地」へ
「芸術活動」という着地する目的を作る

「アーティスト・イン・レジデンス」で外部の人と
地域住民との交流を図る

・地域住民との交流

芸術に興味を持っている学生やプロの

アーティストを引き込み「芸術活動」

を行う拠点を作る

・若者の移住、定住

・空き家問題

制作期間の長い「芸術活動」を支援する

ことで長期滞在してもらい大月を知って

もらう機会が増える

・大月市を知ってほしい


